農業使用による排除汚水量申告書について

農業に市水道を使用する方で、排除汚水量の認定を希望する場合、排除汚水量申告書の提出が必要です。以下の点に注意してご記入ください。
１　記入方法
①　排除場所
　申請者住所と同じ場合は省略してかまいません。
②　業種
農業の内容がわかるように記入してください。
記入例：水稲育苗、ハウス野菜（ピーマン）、ハウス花卉栽培、畜産（家畜名及び飼育頭数）

※洗車、家庭菜園、庭の水遣り、子どものプール、庭の池への使用は対象外です。
※露地野菜等、天候（日照り等）に左右されるものは対象外です。
③　排除期間
　　　実際に農業に市水道を使用する期間を記入してください。畜産等、通年の利用が見込まれる場合は年度末（令和８年３月31日）までの日付を記入してください。
記入例：水稲育苗　　　　　　　　令和７年４月１日から令和７年５月31日まで
　　　　ハウス野菜（ピーマン）　令和７年４月１日から令和７年11月30日まで

畜産（牛30頭）　　　　　令和７年４月１日から令和８年３月31日まで
④　備考

世帯人数（下水道等の使用人数）を記入してください。
※通年で市水道を農業に使用する場合で、住民票の人数と実際の使用人数が異なる時は、「使用者等異動届」も提出してください。これまでに届出をしていた方でも、令和７年度に適用を受けるためには届出が必要です。
２　注意事項
・提出の日付、住所、氏名及び電話番号は忘れずに記入してください。

・内容確認で申告者に連絡をとることがあります。日中連絡の取れる電話番号を記入願います。
・農業を途中でやめる等、申請内容に変更がある場合は速やかに担当までご連絡ください。
・市水道使用料金は減額となりませんのでご注意ください。
３　排除汚水量の認定について
申告に基づき排除汚水量を認定します。原則、農業一時使用の場合は「過去３か月の平均水量」、
農業通年使用の場合は「世帯人数（使用人数）による認定水量」となります。
※市水道のみの使用で、市水道水量が排除汚水量を下回る時は、通常どおり市水道水量による使用料算定となります
様式第　号(第　　条関係)
排除汚水量申告書
令和　　年　　月　　日
　　奥州市長　あて
申告者　住所(所在地)　　奥州市江刺大通り１－８
ふりがな　　おうしゅう　たろう　　
氏名(名称)　　奥州　太郎  　　　㊞　
電話番号　　３５－２１１１　　　　
に排除した汚水量の認定を受けたいので次のとおり申告します。
	排除場所
	奥州市江刺大通り１－９　※申請者住所と同じ場合は省略可能

	業種
	水稲育苗
ハウス野菜（ピーマン）
畜産（牛〇頭）
	排除期間
	 令和〇年〇月〇日から
　  　令和△年△月△日まで

	排除量
	上水道
	使用量
	製品等に使用した量
	排除量

	
	
	m3
	m3
	m3

	
	井戸水その他
	使用量
	製品等に使用した量
	排除量

	
	
	m3
	m3
	m3

	
	計
	m3
	m3
	m3

	の場合動力使用
	(ア)
揚水量／時間
	(イ)　ポンプ稼働
時間／日
	(ウ)　ポンプ稼働
日数／月
	月当り使用水量
(ア)×(イ)×(ウ)

	
	m3
	時間
	日
	m3／月

	
	m3
	時間
	日
	m3／月

	減水量　内訳
	有水量
製品含
	製品名
	規格
	製造高
	含有水率
	含有水量

	
	
	　
	　
	　
	％
	m3

	
	減水量
その他
	用途
	算出標準
	数量
	使用水量
	減水率
	減水量

	
	
	　
	　
	　
	m3
	％
	m3

	備考
	　　世帯人数（使用人数）　〇人　


注　1　この申告書に表記できない場合は、排除汚水量を確認できる計算書等を添付してください。
　　2　製品含有水量の欄には使用水が氷、酒等となって出荷される場合に記入してください。
【問い合わせ先】


　奥州市上下水道部経営課下水道経営係


　（江刺総合支所３階）電話：0197-34-1517　
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①
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記　入　不　要
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